
別添３（第４の１関係）

令和４年度学校給食用牛乳供給円滑化推進事業のうち学校給食用牛乳供給推進会議の実施結果                
（近畿農政局） 

府県

（１）　会議等の名称 学校給食用牛乳供給推進会議 衛生管理基準に関する研修会 第１回学校給食用牛乳供給推進協議会 第２回学校給食用牛乳供給推進協議会

（２）　日付 令和5年2月17日 令和5年2月17日 令和4年9月14日 令和5年3月23日

（３）　場所
JA滋賀中央会滋賀県農業教育情報センター

研修室（大津市）及びオンライン
JA滋賀中央会滋賀県農業教育情報センター

研修室（大津市）及びオンライン
雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ ㈱京都工場　会議室

（南丹市）
京都獣医畜産会館　会議室

（京都市内）

（４）　参加機関と
　　　 人数

（公財）県学校給食会、県ＰＴＡ連絡協議会、県
栄養教諭・学校栄養職員研究会、県内市町教
育委員会事務局、県牛乳事業協同組合、県内
学乳事業者、県畜産課、全農滋賀県本部（事
業実施主体）
計23名

県学乳供給事業者：４名
（８/５大阪で開催された近畿ブロックでの衛生
管理講習会の参加者以外の者）

府学校給食会、市学校給食協会、府市町村
教育委員会連合会、JA全農京都府本部、JA
京都、雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ、府畜産課、府牛乳協会
（事業実施主体）
計11名

府市町村教育委員会連合会、府教育庁、市
教育委員会、JA全農京都府本部、JA京都、
雪印ﾒｸﾞﾐﾙｸ、府畜産課、府牛乳協会（事業
実施主体）
計13名

（５）　議題

・滋賀県の酪農情勢及び生乳の需給状況につ
いて
・令和４年度学乳供給実績について
・令和５年度学乳供給計画、実施方針等につ
いて

（内容）
牛乳等衛生管理について

・令和３年度供給実績について
・令和４年度供給計画及び供給実績（１学
期）について
・原料乳の期中値上げと学乳供給価格につ
いて

①令和４年度供給実績（１・２学期）及び令和
５年度供給計画について
②令和５年度供給価格、決定経緯等
③ストローの脱プラ化について

（６）　概要

・県畜産課から、県内の酪農全般に係る情勢、
令和５年度供給計画、県実施方針、県価格決
定要領、供給価格決定へのスケジュールにつ
いて説明
・全農滋賀県本部から、令和４年度学乳事業の
実施状況及び令和５年度事業計画案について
説明
・学乳供給事業者から、令和５年度は乳価値上
げやストロー価格上昇を学乳供給価格に反映
させることについて理解・協力を要請。

上記内容について、県畜産課からテキスト（※）
を基に説明。
※　８/５大阪で開催された近畿ブロックでの衛
生管理講習会と同じもの。

・上記事項について、府牛乳協会から報告・
説明。
・学乳供給価格の改定の要否について意見
交換を実施、懸案事項となった。
・FSSC22000認証取得済み工場内での学乳
製造現場を確認。

・①について、府牛乳協会から説明。
・②について、府畜産課から説明。また、原
料乳価が令和４年11月取引分から値上げさ
れたことについて、畜産行政から見た酪農経
営の窮状に関し報告。
・③について、供給事業者からｽﾄﾛｰのﾊﾞｲｵ
ﾌﾟﾗ製への変更の取組状況について報告。
また、牛乳の紙ﾊﾟｯｸのﾃﾞｻﾞｲﾝに関し、再生
紙工場での脱色作業の負担軽減となるよう、
極力多色を避けｼﾝﾌﾟﾙな色使いとするよう取
り組んでいくことを確認した。

（７）　成果

・令和４年度における実施状況や令和５年度の
計画などの共有ができた。
・県内の生乳生産の動向、酪農情勢の窮状、
乳価の値上げ等の状況について共有し、理解
を得ることができた。

県内の学乳供給事業者に対し、安全安心な学
乳の製造と、このための衛生管理について理
解を深めてもらえた。また研修受講後、各自が
自己管理チェックリストを実施することにより、自
社製造工程の再確認を図ることができた。

・令和３年度の供給実績、令和４年度の供給
計画及び供給実績（１学期分）について共有
するとともに、令和３年度供給実績(本数)が、
コロナ禍の影響を受けた前年度から回復して
いることを確認・共有できた。

・令和４年度の供給実績（１、２学期分）及び
令和５年度の供給計画について共有すると
ともに、令和４年度２学期までの供給実績（本
数）が、コロナ禍の影響なく少子化等を反映
した数値であることを確認した。
・入札結果による令和５年度学乳供給価格
について、供給事業者における生産費高騰
の影響により、前年よりｱｯﾌとなった状況を共
有した。

滋賀県 京都府
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衛生管理基準に関する研修会 実態調査
学校給食用牛乳供給推進協議会

（第１回）
学校給食用牛乳供給推進協議会

（第２回）

令和4年11月25日
①令和４年６月30日、②令和４年11月25日
③令和５年３月27日

令和4年10月21日 令和5年2月1日

府内学乳供給事業者　事務所会議室 府内学乳供給事業者の生産工場
大阪府学校給食会　会議室

（大阪市内）
WEB開催

府学乳供給事業者：２名
（（８/５大阪で開催された近畿ブロックでの衛
生管理講習会の参加者以外の者）

（調査実施主体）
府牛乳協会

大阪府流通対策室、大阪府教育庁、大阪市
教育委員会事務局、（公財）大阪府学校給
食会、大阪畜産農業協同組合、（一社）大阪
府牛乳協会（事業実施主体）
計17名

大阪府流通対策室、大阪府教育庁、大阪市
教育委員会事務局、（公財）大阪府学校給
食会、（一社）大阪府牛乳協会（事業実施主
体）
計19名

（内容）
牛乳等衛生管理について

（調査目的）
生産工場における品質管理の状況の確認、
指導

①生乳取引価格の値上がり等への対応につ
いて
②保存食（検食）の有料化について
③ストローについて

①安全安心な学乳供給の徹底に向けた取
組について（取組の背景、供給事業者にお
ける安全管理体制の構築状況等）
②生乳取引価格の引き上げによる学乳価格
への影響について
③令和５年度学乳価格の決定手続き等につ
いて

上記内容について、府牛乳協会からテキスト
（※）を基に説明。
※　８/５大阪で開催された近畿ブロックでの
衛生管理講習会と同じもの。

（調査内容）
・製造工程、各種記録類など衛生・品質管理
状況について確認
・保健所による食品衛生監視票の作成・提出
状況の確認。
・HACCPの考えを取り入れた衛生管理の自
己チェックリストの作成指導、作成状況の確
認

・①について、参加者間で意見交換。牛乳の
原材料コストの増加の実態、これに伴い学乳
供給価格を改定する場合の学校設置者での
課題等について議論。後日、再度集まり、話
し合うこととなった。
・②について、府から令和５年度より保存食
の有償化（無償提供廃止）の予定である旨、
説明。
・③について、供給事業者における供給体
制が整えばｽﾄﾛｰﾚｽ対応牛乳ﾊﾟｯｸに切替え
ていくこと（ストローの無償提供は廃止）を共
有。

上記事項について、大阪府流通対策室から
説明・報告。
①について、学乳製造全工場への現地調
査・ヒアリングの結果、府の供給事業者の認
定基準を満たしていることを確認。
②について、一度決定した価格を年度途中
で見直しすることは全市町村の了解を得る必
要もあり現実的ではないこと等を確認。
③について、令和５年度の決定スケジュール
を確認・共有。

・HACCP･衛生管理の基礎から、工程での衛
生･品質管理まで内容を再確認してもらっ
た。
・本研修受講前に実施された保健所による
令和４年度食品衛生監視指導票を確認し、
一部指摘があった箇所について改善中であ
ることを確認した。また改善後、自己ﾁｪｯｸリス
トを提出するよう指導した。

・各工場における衛生品質の管理状況を確
認できた。
・自己ﾁｪｯｸリストの作成・提出を指導した。ま
た、保健所から令和４年度食品衛生監視指
導票の一部で指摘があった箇所について、
改善後、自己ﾁｪｯｸリストを提出するよう指導
した。

年度途中で学乳供給価格を変更する場合の
課題や、保存食の有償化、ストローレスパッ
クへの対応について、参加者全員で情報共
有できた。

学乳供給価格の見直しが見送られた経緯
や、令和５年度の供給価格の決定に当たっ
ては、年度途中の改定（再入札）を前提とし
ないことについて、共通認識が得られた。

京都府 大阪府

－　2　－



別添３（第４の１関係）

府県

（１）　会議等の名称

（２）　日付

（３）　場所

（４）　参加機関と
　　　 人数

（５）　議題

（６）　概要

（７）　成果
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学校給食用牛乳供給事業
代表者・担当者会議　（第１回）

学校給食用牛乳供給事業
代表者・担当者会議　（第２回）

衛生管理基準に関する研修会 実態調査

令和4年6月16日 令和5年3月16日 令和4年8月5日 令和４年11月８日～同年12月７日

スイスホテル南海大阪　会議室
（大阪市内）

スイスホテル南海大阪　会議室
（大阪市内）

ヒルトンプラザウエスト　会議室
（大阪市内）

府内学乳供給事業者工場

府内学乳供給業者、（一社）大阪府牛乳協
会（事業実施主体）
計16名

府内学乳供給業者、（一社）大阪府牛乳協
会（事業実施主体）
計22名

府内学乳供給業者、（一社）大阪府牛乳協
会　（事務局）
計16名
その他、府外近畿地域の学乳供給事業者

（調査実施主体）
当協会及び府学校給食会
計10か所

ストローレス容器及びバイオマスストロー等に
関する意見交換

令和５年度大阪府学校給食用牛乳供給事
業について

近畿ブロック乳業協会及び（一社）日本乳業
協会共催により以下の内容で実施
・日本乳業協会及び行政関連情報
・牛乳等衛生管理について
・HACCPの考え方を取り入れた衛生管理
自己チェックリストでの製造工程点検

（調査目的）
学乳の円滑な供給、乳業事故等の未然防
止、牛乳の安全性確保

大阪・関西万博開催（2025年）に向けたプラ
ごみゼロへの対応について、学乳供給事業
者から各社におけるｽﾄﾛｰﾚｽ容器の導入の
検討、市町からの要望の状況等を情報交
換。

府牛乳協会から、
・令和５年度の学乳供給価格、府学乳供給
事業者認定基準及び統一仕様の変更点等
について説明。
・令和５年度の学乳配送について、市町村か
ら納品もしくは前日日納品等、納品時間の緩
和があったことを報告。

上記事項について、外部講師２名からテキス
トを基に、学校給食用牛乳での食中毒発生
事例、HACCP に則った衛生管理の基礎に
ついて説明。

府及び府学校給食会とともに、学乳供給事
業者の工場における施設設備、衛生管理、
品質管理等の状況、及び事故等発生した場
合の緊急連絡体制の状況について確認

脱ﾌﾟﾗｽﾁｯｸに向け、各供給事業者における
現状の把握と、導入の検討を進めていくこと
について確認、情報共有できた。

令和５年度事業の円滑な実施のため、必要
な情報提供ができた。

衛生・品質管理、事故事例の要因等につい
て再認識するとともに、く衛生管理の徹底に
ついて周知することができた。

市町等と供給契約している府学校給食会に
各工場における衛生管理状況、配送状況等
について把握してもらえた。

大阪府
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令和４年度学校給食用牛乳供給円滑化推進事業のうち学校給食用牛乳供給推進会議の実施結果                
（近畿農政局）

学校給食用牛乳供給推進事業協議会
（第１回）

学校給食用牛乳供給推進事業協議会
（第２回）

学校給食用牛乳供給推進事業協議会
（第３回）

学校給食用牛乳供給事業担当者会議
（第１回）

令和4年6月22日 令和4年10月24日 令和5年3月15日 令和4年10月5日

書面開催（資料配付） リモート開催 書面開催（資料配付）
湊川神社楠公会館

（神戸市）

（公財）県ｽﾎﾟｰﾂ協会県学校給食・食育支援
ｾﾝﾀｰ、県学校栄養士協議会、県PTA協議
会、県酪農農業協同組合、ﾊｲｸｵﾘﾃｨﾐﾙｸ農
業協同組合、県教育委員会事務局、神戸市
教育委員会、県畜産課
計８機関

（公財）県ｽﾎﾟｰﾂ協会県学校給食・食育支援
ｾﾝﾀｰ、県学校栄養士協議会、県酪農農業
協同組合、ﾊｲｸｵﾘﾃｨﾐﾙｸ農業協同組合、県
教育委員会事務局、神戸市教育委員会、県
畜産課、県牛乳協会（事業実施主体）
以上８機関13名
学乳供給事業者（８名）

資料配付先
（公財）県ｽﾎﾟｰﾂ協会県学校給食・食育支援
ｾﾝﾀｰ、県学校栄養士協議会、県PTA協議
会、県酪農農業協同組合、ﾊｲｸｵﾘﾃｨﾐﾙｸ農
業協同組合、県教育委員会、神戸市教育委
員会、県畜産課
計８機関

学乳供給事業者、県畜産課、県牛乳協会
（事業実施主体）
計１２名

・兵庫県における学乳事業の概要
・令和３年度学乳供給実績及び令和４年度
学乳供給計画について
・令和３年度学乳事業の実績及び令和４年
度学乳事業の実施計画について（補助単価
の見直し等）
・その他　（一社）日本乳業協会の食育事業
の紹介等

①生乳取引価格の改定について
②令和４年度学乳供給価格の期中改定の検
討について
③上記に関する要望及び意向調査について

令和４年度学乳事業の実施状況及び令和５
年度の実施計画について
・令和４年度事業遂行状況
・令和５年度学乳供給計画（実施スケジュー
ル、供給に係る統一仕様、供給計画量、区
域等）
・市町教育委員会等からの要望事項と学乳
供給事業者からの回答（対応方針）

令和４年度学乳供給価格について意見交換
（学乳供給価格の期中改定の検討、及び対
応について）

県牛乳協会から上記内容の資料を送付 上記事項について、県牛乳協会から説明。
・①について、令和４年１１月からの生乳取引
価格の値上げに関し、背景や学乳製造コスト
への影響について説明。
・②について、８月以降、県への学乳供給価
格の期中見直しに係る要望活動の経過につ
いて説明・報告。
・③について、今後、学校、市町教育委員会
等へ学乳供給価格の改定を要望しつつ、そ
の意向調査を実施することについて説明。

上記事項の資料を送付し、閲覧確認及び意
見を求めた。
（特に意見無し）

・生乳取引価格の期中値上げによる学乳供
給事業者への影響や、学乳供給価格への
対応について意見交換
・供給価格を見直す場合、供給契約の相手
方である学校・教育委員会の了承を得る必
要があること、また兵庫県では県内一律の保
護者負担額を設定しているため、すべての
学校・教育委員会の同意が必要であることを
確認

令和４年度の学乳の供給状況、事業計画、
補助単価等について共有し、了解を得た。

・生乳取引価格改定の背景や、学乳供給価
格見直しの検討状況について共有し、理解
を得られた。
・学校・市町教育委員会に対する要望及び
意向調査の実施について了承が得られた。

・令和４年度の学乳事業実績（進捗状況）及
び令和５年度の実施計画と、
・市町等からの学乳納品時間、ストローレス
パックの導入等の要望、これに対する供給事
業者からの対応方向
について、共有・理解を得ることができた。

・対応策について結論は出なかったが、関係
者間で意思疎通が図られた。
・今後、学校・市町教育委員会に対し、生乳
取引価格の期中改定に伴う学校給食用牛乳
の円滑な供給推進に関する要望書を提出す
ることや、学乳価格の期中改定に対する意
向調査を実施することの合意が得られた。

兵庫県
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別添３（第４の１関係）

府県

（１）　会議等の名称

（２）　日付

（３）　場所

（４）　参加機関と
　　　 人数

（５）　議題

（６）　概要

（７）　成果

令和４年度学校給食用牛乳供給円滑化推進事業のうち学校給食用牛乳供給推進会議の実施結果                
（近畿農政局）

学校給食用牛乳供給事業担当者会議
（第２回）

学校給食用牛乳供給事業担当者会議 牛乳工場現地調査 災害・事故発生時の委託製造に係る調査

令和4年11月7日 令和5年2月7日 令和４年７月６日、同月７日 令和４年９月

兵庫県民会館
（神戸市）

リモート開催 県内学乳供給事業者　生産工場 メールによる調査

学乳供給事業者、県牛乳協会（事業実施主
体）
計10名

学乳供給事業者、県教育委員会、行政、兵
庫県牛乳協会（事業実施主体）
計15名

調査実施主体：兵庫県牛乳協会及び指導機
関
調査対象者：県内の学乳供給事業者
計２業者

調査実施者：兵庫県牛乳協会
調査対象者：県内の学乳供給事業者

学乳価格期中改定に対する学校・市町教育
委員会の同意状況、及び今後の対応につい
て

①令和４年度学乳事業の実施状況について
（進捗状況）
②令和５年度学乳事業の推進について（ス
ケジュール、市町等からの要望事項）

（調査目的）
牛乳工場における衛生管理の点検

（調査目的）
災害や事故発生時における本事業の円滑な
実施のため

県牛乳協会から、
・学校・市町教育委員会に対し、学乳価格の
期中改定への理解を求める要望書を発送し
たこと、
・また、学校・市町教育委員会に実施した、
学乳供給価格の改定の意向調査の結果、改
定は認められない等の声が多かったこと
を報告。
その上で、意向調査結果を踏まえ、期中改
定への要望は現状困難との認識を参加者間
で確認。

県牛乳協会から、①及び②（「市町等からの
要望事項」に対する供給事業者からの回答
を含む）について説明・報告

（調査内容）
工場内で、製造工程・衛生管理、生産管理
記録の記帳状況について確認。点検の結果
は、概ね良好。

（調査内容）
・製造可能本数、供給本数、代替供給可能
本数
・製造日（前日製造・前々日製造）の状況
・配送方法
・配送用クレートの規格
・委託製造の受入可能時間
・緊急連絡先

学校・市町教育委員会への学乳供給価格改
定への要望活動と意向調査において、供給
事業者の窮状を理解する意見もあり、関係者
間での理解醸成につながった。

令和４年度事業の進捗、及び令和５年度事
業の実施計画案、今後のスケジュール等に
ついて情報共有が図れた。

衛生管理状況の確認、及び更なる徹底を周
知することができた。

・供給業者における製造可能本数、代替供
給の余力等を把握し、災害や事故等の発生
時に行う委託製造に係る情報を収集・整理
できた。
・緊急連絡先など、災害・事故対応に必要な
情報について関係者間で共有した。

兵庫県
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別添３（第４の１関係）

府県

（１）　会議等の名称

（２）　日付

（３）　場所

（４）　参加機関と
　　　 人数

（５）　議題

（６）　概要

（７）　成果

令和４年度学校給食用牛乳供給円滑化推進事業の実施結果                 
（近畿農政局）

学校給食用牛乳供給推進会議
（第１回）

学校給食用牛乳供給推進会議
（第２回）

学校給食用牛乳供給推進会議
（第１回）

学校給食用牛乳供給推進会議
（第２回）

令和4年6月30日 令和4年11月28日 令和4年5月11日 令和5年1月30日

ホテルリガーレ春日野　会議室
（奈良市内）

アクティ奈良　会議室
（奈良市内）

県民文化会館
（和歌山市内）

県民文化会館
（和歌山市内）

県教育委員会、県学校栄養研究会、県学校
給食会、畜産農業協同組合、県ＰＴA協議
会、県内学乳供給事業者、県畜産課、県牛
乳協会（事業実施主体）
計17名

県教育委員会、県学校栄養研究会、県学校
給食会、畜産農業協同組合、県ＰＴA協議
会、県内学乳供給事業者、県畜産課、県牛
乳協会
計16名

県農業協同組合連合会、県畜産課及び教
育支援課、県牛乳協会（事業実施主体）
計６名

県農業協同組合連合会、供給事業者、県畜
産課及び教育支援課、県牛乳協会（事業実
施主体）
計９名

①令和３年度学乳事業実績及び令和４年度
学乳事業実施計画
②その他（配送効率化、保存食（検食）用、ス
トローレス等）

①令和４年度学乳事業実績（１学期分）
②学乳供給価格、県学校給食用牛乳供給
事業実施要領
③保存食（検食）用の有償化

・令和３年度学乳事業実績について
・令和４年度事業実施計画について
・配送効率化について
・その他（脱プラスチックストロー等）

①令和４年度学乳事業実績中間報告につい
て
②配送効率化の現状について

・①について、県牛乳協会から報告・説明。
・②について、県内の配送実態、納品時間
分散化による配送効率化の可能性について
意見交換。また、保存食（検食）用の有償化
や、ストローレス紙パックの紹介、市町からの
要望状況等について意見交換。

・①について、県牛乳協会から報告。
・②について、県牛乳協会から、学乳供給価
格の見直し検討における市町の同意状況を
説明。また、県に対し、学乳供給価格の改定
に関する規定を県実施要領に盛り込むことを
要請。
・③について、生乳や他の食材の値上げに
より負担増もあり、直ちに有償化することは困
難との意見有り、今後も協議していくことを確
認。

県牛乳協会から、上記内容について報告・
説明。
その他、
・推進会議構成員に、県学校栄養士会も加
えることを提案。
・配送効率化の検討のため、学乳供給事業
者に実態把握を行うことを提案。
いずれも参加者間で了解。

・①について、県牛乳協会から、事業の執行
状況を報告。
・②について、学乳供給事業者から把握した
納品日時、回数の調整・集約による配送効
率、コスト縮減の事例（他県での取組）を紹
介。

・令和３年度事業実績及び令和４年度事業
計画について、参加者間で了解を得ることが
できた。
・保存食（検食）用の有償化の検討、及びスト
ローレス化への対応について、今後も引き続
き関係者間で情報交換し、協議していくこと
で了解を得ることができた。

・学乳供給価格の見直し検討において、一
部市町の同意が得られず、価格改定を行わ
ない経緯等について、関係者間で共有し理
解を得ることができた。
・県実施要領への規定追加や、保存食（検
食）用の有償化に向けた検討について、関
係者間で認識を共有することができた。

・令和３年度学乳事業実績や令和４年度事
業実施計画について、共有・了解が得られ
た。

・令和４年度事業の実施状況について、共有
することができた。
・配送効率化への取組について、配送の現
状を把握し、供給事業者からの情報を基に
改めて検討していくことを確認した。

奈良県 和歌山県

－　6　－


